
　釧路湿原周辺における太陽光パネルの開発行為にお
いては、環境破壊・希少生物への影響・自然景観の喪
失・安全上の懸念など様々な問題を抱えるものです。
「再エネの推進」の大義の下でも、地域の実態や生態系
を無視した開発では、地元住民・専門家・行政の理解は
得られません。
　鈴木知事は今回の開発行為に対し「大変遺憾」「道の
考え方を新たに策定する」との認識を示しましたが、一
度壊された自然は容易に回復することはできません。
道として厳格なペナルティーや、独自の規制強化を早
急に検討し、実施すべきです。




